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杉
崎
会
長
の
勇
退
論
に
弾
み
を

つ
け
て
、
初
年
度
の
理
事
会
は
、

１
月　

日
（
土
）
池
袋
か
ん
ぽ
ヘ

２７

ル
ス
プ
ラ
ザ
に
て
総
勢　

名
の
幹

２０

部
が
集
合
、
鐵
野
氏
を
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
で
迎
え
、
地
元
か
ら
新
理
事

に
推
挙
さ
れ
る
大
月
正
男
氏
、
萩
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念
願
だ
っ
た
杉
崎
完
夫
会
長
と
、
鐵
野

善
資
氏
の
初
会
見
は
昨
年　

月　

日

１１

２９

（
水
）
新
宿
小
田
急
ハ
ル
ク
横
ル
ノ
ア
ー

ル
店
で
行
わ
れ
た
。
同
席
者
は
、
７
期
の

常
任
幹
事
恩
田
正
春
氏
と
、
こ
の
き
っ
か

け
を
取
り
持
っ
た
遠
藤
隆
司
副
会
長
で

あ
っ
た
。
当
初
、「
今
日
は
簡
単
に
顔
合

わ
せ
ぐ
ら
い
で
参
り
ま
し
ょ
う
」
の
杉
崎

会
長
だ
っ
た
が
、
い
ざ
話
が
弾
む
と
、
こ

れ
ま
で
同
窓
会
に
掛
け
て
き
た
思
い
を

一
気
に
吹
き
出
す
か
の
よ
う
に
語
り
、
そ

れ
は
暫
し
止
む
こ
と
を
知
ら
ず
、
７
期
の

３
人
を
圧
倒
さ
せ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

や
が
て
、
冷
静
に
戻
っ
た
杉
崎
会
長
の

「
ど
う
で
す
か
、
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ

け
ま
す
か
」
の
問
い
に
、
鐵
野
氏
は
一
言

「
皆
さ
ん
の
応
援
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

中
継
ぎ
の
気
持
ち
で
、
お
受
け
し
ま
し
ょ

う
」
と
確
信
の
返
事
を
も
ら
い
、
３
人
は

安
堵
し
た
の
だ
っ
た
。

　

同
窓
会
は
、
あ
く
ま
で
も
母
校

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
第
一

義
と
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

　

母
校
と
の
関
係
で
見
た
時
の
第

一
の
課
題
は
「
大
町
山
荘
問
題
」

で
あ
ろ
う
。築　

年
で
老
朽
化
し
、

４０

汚
水
処
理
施
設
な
ど
適
合
性
に
欠

け
た
部
分
も
生
じ
、
改
築
乃
至
新

築
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
学
校
側
の

問
題
は
そ
の
資
金
手
当
て
に
あ
る

と
も
聞
く
。
こ
の
件
、
杉
崎
会
長

へ
は
学
校
よ
り
、
協
賛
依
頼
の
意

向
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
も
と
よ

り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
要
請
も
同
様
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
窓
会

員
へ
は
広
報
で
の
周
知
徹
底
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

　

二
つ
目
の
課
題
は
「
近
藤
奨
学

基
金
」
の
運
用
で
あ
る
。
基
金
と

し
て
存
在
し
な
が
ら
規
定
に
よ
り

「
果
実
（
利
子
）」
益
に
よ
る
運
用

方
法
を
と
っ
て
き
た
た
め
、
近
年

「
基
金
」
は
利
子
益
の
減
少
に
伴

い
運
用
で
き
ぬ
状
況
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
平
成　

年
３
月
に
学
校

１７

会
計
基
準
の
一
部
改
正
に
よ
り
運

用
の
弾
力
化
が
図
ら
れ
た
。
こ
れ

を
機
に
、
深
井
鑑
一
郎
、
井
上
源

之
丞
両
先
生
に
次
ぐ
建
学
の
礎
と

も
い
え
る
近
藤
薫
明
先
生
の
名
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
同
窓
会

と
し
て
基
金
の
活
用
を
母
校
に
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

　

昨
年
の
総
会
で
惜
し
ま
れ
つ
つ

も
今
年
度
限
り
で
杉
崎
会
長
の
辞

任
が
了
承
さ
れ
て
い
た
が
、
今
般

第
７
期
卒
で
慶
應
大
学
名
誉
教
授

で
あ
る
鐡
野
善
資
氏
が
杉
崎
会
長

の
ご
依
頼
に
応
え
て
、
会
長
就
任

を
快
諾
さ
れ
た
。

　

杉
崎
完
夫
会
長
が
同
窓
会
に
関

わ
っ
た
の
は
、　

年
前
、
近
藤
薫

２７

明
２
代
校
長
か
ら
「
君
、
同
窓
会

の
力
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と

言
わ
れ
た
時
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ

の
時
、
泉
川
家
久
氏
（
旧
１
回
）

が
２
代
会
長
に
就
任
、
杉
崎
氏
は

副
会
長
を
務
め
、
以
後
、　

年
間

２０

こ
の
体
制
だ
っ
た
が
、
そ
の
間
は

本
来
あ
る
べ
き
同
窓
会
活
動
と
は

い
え
な
か
っ
た
。
そ
の
間
、
常
任

幹
事
会
と
５
年
に
１
度
ぐ
ら
い
総

会
と
会
報
の
発
行
が
実
施
さ
れ

た
。
無
論
、
今
の
よ
う
な
会
議
室

は
無
く
、
空
き
部
屋
を
利
用
し
た

り
、
旧
体
育
館
の
舞
台
の
袖
で
石

油
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
の
会
議
だ

っ
た
。

　

杉
崎
氏
が
会
長
に
就
任
し
た
の

は
平
成　

年
、
旧
制
の
仲
間
４
人

１２

を
主
力
に
、
当
時
常
任
幹
事
の
志

村
弘
雄
氏
（
２
回
生
）
小
高
清
次

氏
（
４
回
生
）
と
い
っ
た
論
客
と

同
窓
会
の
あ
る
べ
き
体
を
激
論
し

あ
っ
た
が
、
意
見
の
齟
齬
が
あ
る

こ
と
も
確
か
で
あ
っ
た
。
杉
崎
会

長
は
、
学
校
側
と
は
不
即
不
離
の

姿
勢
を
崩
す
こ
と
な
く
、
な
お
緊

密
化
と
活
性
化
に
重
点
を
置
い

た
。
い
わ
ば
同
窓
会
の
黎
明
期
と

言
え
る
。
そ
の
発
端
が
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
イ
の
誕
生
で
あ
る
。
杉

崎
会
長
は
眠
れ
る
同
窓
会
を
立
ち

起
こ
し
た
こ
と
で
も
功
績
大
で
あ

る
。
そ
の
杉
崎
体
制
を
支
え
た
の

が
、
本
庄
昭
三
前
副
会
長
（
旧
２

回
生
、
病
気
療
養
中
）、
稲
垣
靖
男

前
監
事
（
旧
３
回
生
）、
平
石
正
美

副
会
長
（
旧
４
回
生
、
故
人
）、
広

瀬
正
徳
前
事
務
局
長
、
現
職
員
）、

等
で
あ
る
。

　

平
成　

年
、　

名
の
新
し
い
理

１５

１４

事
が
誕
生
、
今
、
本
来
あ
る
べ
き

同
窓
会
の
姿
を
現
出
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

鐵
野
氏
は
慶
応
大
学
名
誉
教
授

の
肩
書
き
を
持
ち
、
嘗
て
慶
応
志

木
高
校
の
校
長
を
歴
任
し
、
当
時

早
稲
田
大
学
高
等
学
院
の
校
長
だ

っ
た
本
庄
氏
と
は
深
い
面
識
も
あ

っ
た
わ
け
で
、
図
ら
ず
も
７
期
の

結
束
が
杉
崎
会
長
と
の
縁
を
繋
ぐ

�
会
見
中
の
杉
崎
会
長
右
と
鐵
野
氏
左

原
義
勝
氏
の
両　

回
生
も
参
加
し

１９

て
行
わ
れ
た
。
当
日
、
急
遽
加
藤

健
治
学
園
長
と
帖
佐
正
雄
学
校
長

も
特
別
参
加
、「
大
町
山
荘
改
修
計

画
」
が
初
め
て
同
窓
会
幹
部
の
前

本
年
初
の
理
事
会
に
、加
藤
健
治
学
園
長
、

帖
佐
正
雄
学
校
長
、鐵
野
善
資
氏
が
出
席

平
石
正
美
副
会
長
を
偲
ぶ

会
長　

杉
崎　

完
夫

に
明
か
さ
れ
た
。
お
二
人
は
要
旨

説
明
後　

分
程
理
事
会
に
留
ま
っ

３０

て
い
た
が
、
理
事
か
ら
の
質
疑
が

な
い
こ
と
も
あ
り
退
席
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
大
月
、
萩
原
両
氏
の

理
事
を
承
認
、
長
年
の
懸
案
だ
っ

た
規
約
改
正
（
３
〜
４
頁
）
を
や

っ
と
承
認
、
続
い
て
会
報
進
行
状

況
、　

年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の

１９

案
件
が
討
議
さ
れ
た
。

　

２
月　

日
（
土
）
に
本
校
管
理

２４

棟
会
議
室
で
行
わ
れ
た
理
事
会
に

は
、
寄
附
金
募
集
を
提
案
さ
れ
た

好
結
果
を
生
ん
だ
。
こ
の
点
で
も

文
句
の
な
い
後
任
候
補
の
人
選
で

あ
り
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
早
大
Ｏ

Ｂ
か
ら
慶
大
Ｏ
Ｂ
へ
の
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
と
い
う
話
題
も
重
な
っ
て
、

ま
ず
は
お
め
で
た
い
ニ
ュ
ー
ス
と

な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

平
石
正
美
副
会
長
は
、昨
年
暮

れ
の　

月　

日
（
水
）
自
宅
に
て

１２

２０

膠
原
病
多
発
性
皮
膚
病
で
逝
去

さ
れ
た
。
享
年　

歳
。

７６

　

平
石
氏
は
平
成　

年
、同
窓
会

１２

副
会
長
に
就
任
、以
来
杉
崎
完
夫

会
長
の
も
と
で
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
の
開
催
に
尽
力
、元
監
事
の
稲

垣
靖
男
氏
と
年
一
回
の
会
報
並
び

に
常
任
幹
事
会
通
信
の
発
刊
に
貢

献
、
な
お
、
同
窓
会
の
会
計
責
任
者

と
し
て
務
め
ら
れ
た
。

　

特
に
、
同
窓
会
活
動
の
根
幹
を
な

す
規
約
の
原
案
を
作
成
、
昨
年
末
、

改
正
成
案
を
見
て
旅
た
っ
た
。
石
川

雅
弥
理
事
に
よ
り
完
成
し
た
規
約

見
直
し
原
案
コ
ピ
ー
は
告
別
式
当

日
氏
の
亡
骸
に
納
め
ら
れ
た
。

　

通
夜
、
告
別
式
の
会
場
に
は
杉
崎

完
夫
会
長
と
薗
口
穰
名
誉
会
長
か

ら
の
献
花
も
飾
ら
れ
、
同
窓
会
関
係

者
を
は
じ
め
、
学
校
側
か
ら
加
藤
健

治
学
園
長
、
帖
佐
正
雄
学
校
長
の
弔

問
も
行
わ
れ
た
。

れ
て
以
来
で
、
毎
年
必
ず
送
ら
れ
て

く
る
年
賀
状
は
、
彼
が
歩
い
て
集
め

た
山
村
の
道
端
に
あ
る
石
仏
の
写

真
と
、
由
来
が
書
か
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。　

年
前
に
泉
川
前
会
長
か
ら

１５

凸
版
の
山
田
英
雄
君
（
同
級
生
）
の

評
議
員
後
任
者
を
選
ん
で
ほ
し
い

と
の
依
頼
が
あ
り
、
そ
の
当
時
ど
ん

な
後
輩
が
い
る
か
分
か
ら
な
い
時

　
　

月　

日
朝
、打
ち
合
わ
せ
の

１２

２０

た
め
電
話
を
し
た
所
、午
後
に
連

絡
を
す
る
と
の
こ
と
で
待
っ
て

い
た
夜
に
、夫
人
よ
り
６
時
頃
逝

去
さ
れ
た
と
の
報
に
接
し
驚
く

ば
か
り
で
あ
っ
た
。早
速　

日
に

２２

お
悔
や
み
に
訪
問
し
た
。

　

思
え
ば
、彼
と
の
出
会
い
は　
２８

年
前
、泉
川
前
会
長
か
ら
紹
介
さ

で
あ
っ
た
か
ら
、熱
心
で
誠
実
な

平
石
君
を
迷
う
こ
と
な
く
推
薦

し
た
次
第
で
あ
る
。

　

予
想
し
た
通
り
小
生
が
会
長

と
な
っ
た
７
年
間
は
会
の
運
営

に
多
大
な
貢
献
を
頂
い
た
お
陰

で
今
日
の
同
窓
会
が
出
来
た
と

思
っ
て
い
る
。

　

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
合
掌
。

平石氏　遺影

薗
口
穰
理
事
長
が
出
席
、　

周
年

６５

事
業
と
し
て
行
う
「
大
町
山
荘
改

修
事
業
の
資
金
募
集
」
の
案
件
が

よ
り
具
体
的
に
発
表
さ
れ
、
併
わ

せ
て
同
窓
会
へ
の
協
力
要
請
が
な

さ
れ
た
。
元
よ
り
同
窓
会
と
し
て

は
、
前
向
き
に
学
園
側
の
要
請
に

取
り
組
む
姿
勢
で
あ
る
が
、
同
窓

会
活
動
は
緒
に
つ
い
て
や
っ
と
６

〜
７
年
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
そ

の
脆
弱
さ
の
中
で
、
い
か
ほ
ど
の

募
金
が
集
ま
る
か
懸
念
が
無
い
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ま
ず
は

活
発
化
し
つ
つ
あ
る
各
期
ご
と
の

対
応
策
を
具
体
的
に
練
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

薗
口
穰
理
事
長
か
ら
も

要
請

学
園
が
同
窓
会
に「
大
町
山
荘
改
修
資
金
」の
助
成
を
要
請
！

学
園
が
同
窓
会
に「
大
町
山
荘
改
修
資
金
」の
助
成
を
要
請
！
詳
細
詳
細
４
頁
４
頁

�
会
議
中
の
左
か
ら
加
藤
学
園

長
、
帖
佐
学
校
長
、
杉
崎
会
長
、

佐
藤
幹
事
長

平
石
正
美
副
会
長
急
逝

追悼

今
年
の「
定
時
総
会
」の
お
知
ら
せ

　

日　

時　

平
成　

年
６
月
２
日（
土
）　

午
後
３
時　

分
よ
り

１９

３０

　

会　

場　

城
北
学
園　

講
堂

第
７
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
の
ご
案
内

総
会
終
了
後
、左
記
の
卒
業
生
を
対
象
に
、旧
・
現
担
任
の
先
生
方

を
お
招
き
し
て
、『
第
７
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
』を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

☆
対
象
期
の
皆
様
は
じ
め
、
対
象
期
以
外
の
皆
様
の
ご
出
席
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

旧
制
中
学

第
１
回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

２０

第
２
回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

２１

第
３
回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

２２

第
４
回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

２３

第
５
回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

２４

新
制
高
校

第
１
回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

２４

第
２
回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

２５

第
３
回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

２６

第
４
回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

２７

第
５
回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

２８

第　

回
生（
平
成
３
年
３
月
卒
業
）

４３
第　

回
生（
平
成
４
年
３
月
卒
業
）

４４
第　

回
生（
平
成
５
年
３
月
卒
業
）

４５
第　

回
生（
平
成
６
年
３
月
卒
業
）

４６
第　

回
生（
平
成
７
年
３
月
卒
業
）

４７

今
後
の
同
窓
会
の

課
題
は

�
日
野
市
の
葬
祭
場
で

杉
崎
完
夫
会
長
の
初
会
見
が　

月　

日（
水
）行
わ
れ
る

１１

２９

次
期
会
長
候
補
最
有
力
の
鐵
野
善
資
氏（
７
回
生
）と
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卒
業
以
来
初
め
て
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ィ
に
参
加
し
、
と
て
も
不
思
議
な
気
分

を
味
わ
い
ま
し
た
。
講
堂
の
中
に
入
る
と
、

入
学
式
当
日
に
緊
張
し
て
い
た
小
さ
な
自

分
が
そ
こ
に
い
ま
し
た
。
著
名
な
音
楽
家

や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会
に
触
れ
る
事

が
で
き
た
貴
重
な
体
験
も
思
い
出
さ
れ
ま

し
た
。
パ
ー
テ
ィ
会
場
の
食
堂
も
雰
囲
気

が
昔
の
ま
ま
だ
っ
た
こ
と
が
一
層
拍
車
を

か
け
た
の
で
し
ょ
う
か
、
昼
食
を
食
べ
る

た
め
に
並
ん
で
い
る
と
、
怖
い
先
輩
に
横

入
り
を
さ
れ
て
食
べ
る
順
番
が
遅
く
な
っ

た
事
。
定
食
の
食
券
が
緑
色
だ
っ
た
事
。

カ
レ
ー
売
り
場
の
位
置
等
々
。
普
段
は
全

く
意
識
し
て
い
な
い
事
が
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
も
思
い
出
さ
れ
る
の
か
！

と
て
も
不
思
議
な
気
分
に
な
っ
た
ひ

と
時
で
し
た
。
先
生
た
ち
も
、
同
級

生
も
、
歳
を
と
っ
た
こ
と
は
一
目
瞭

然
な
の
に
、「
昔
と
変
わ
ら
な
い
」
と

思
え
た
の
は
、
も
っ
と
不
思
議
で
し

た
。
今
年
も
そ
の
不
思
議
体
験
を
味

わ
い
に
、
多
く
の
同
期
を
誘
っ
て
参

加
す
る
所
存
で
す
。　

▲最多回数を誇る13回生同期会の面々

お
招
き
し
て
、
地
元
代
表
と
し

て
、
私
が
今
ま
で
の
地
元
会
の
経

過
等
を
織
り
込
み
な
が
ら
挨
拶

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
加
藤
学
園
長

初
め
出
席
者
全
員
の
方
に
、
学
生

時
代
の
思
い
出
、
現
在
の
城
北
の

様
子
等
お
話
し
て
頂
き
懐
か
し

さ
が
湧
い
て
来
ま
し
た
。
こ
の
日

の
参
加
者
７
、
８
割
が
定
年
の
近

い
人
で
す
。
中
締
め
の
挨
拶
後

も
、
時
間
も
大
分
経
っ
て
か
ら
お

開
き
に
な
り
ま
し
た
。
学
園
長
、

校
長
、
教
頭
、
事
務
長
の
方
々
の

ご
配
慮
も
あ
り
、
終
始
和
や
か
な

宴
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
当
会
は
卒
業
生
皆
対
等
で

す
。
地
元
同
窓
会
参
加
希
望
の
方

は
、
ど
う
ぞ
左
記
へ
。

株
式
会
社　

丸
栄

代
表
取
締
役　

大
月
正
男

東
京
都
板
橋
区
上
板
橋
２
―　
３１

―
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
&
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
―
３

９
３
４
―
１
６
１
７

U
R
L
h
ttp
://w
w
w
.m
aru
ei-

harum
aki.com

　

学
園
を
卒
業
し
て
以
来
凡
そ

半
世
紀
、
３
年
前
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ィ
が
口
火
と
な
っ
て
同

期
会
が
結
成
さ
れ
再
会
の
運
び

と
な
っ
た
。
代
表
幹
事
の
竹
内
捷

郎
君
ら
開
催
に
尽
力
さ
れ
た
幹

事
の
方
々
に
感
謝
。

　
　

月
１
日
（
日
）、
生
憎
の
雨

１０
に
も
関
ら
ず　

名
の
同
期
生
が
、

５７

池
袋
「
か
ん
ぽ
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
東

京
」
に
集
結
。
来
賓
の
同
窓
会
会

長
杉
崎
完
夫
氏
の
挨
拶
の
後
、
鳩

貝
先
生
、
矢
沢
先
生
、
来
賓
と
し

て
地
理
の
教
鞭
を
と
ら
れ
た
江

口
旻
先
生
の
挨
拶
と
続
い
た
。
遅

れ
て
見
え
た
江
口
先
生
、
す
ぐ
近

く
ま
で
来
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
、
地
理

を
教
え
て
お
り
な
が
ら
何
と
も

お
恥
ず
か
し
い
と
笑
わ
せ
た
。

　

同
期
会
は
大
変
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ

さ
せ
た
。
人
生
色
々
、
様

々
な
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
同
期
生
達
が
、
遠
い
昔

の
青
春
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
。
雑
念
か
ら
開

放
さ
れ
て
過
ご
し
た
、
名

残
り
尽
き
な
い
楽
し
い

ひ
と
と
き
は
、
心
に
残
る

人
生
思
い
出
の
一
頁
と

な
っ
た
。
再
会
を
誓
い
つ

つ
、
校
歌
を
歌
っ
て
漸
く

お
開
き
に
。

　

先
生
も
、
先
輩
も
、
そ
し
て
、
も

ち
ろ
ん
我
々
同
期
生
も
楽
し
そ
う

で
し
ょ
う
。
昨
年　

月
、根
岸
先
生
、

１１

矢
澤
先
生
、
田
上
先
生
、
先
輩
で
あ

る
杉
崎
同
窓
会
会
長
を
お
迎
え
し

て
池
袋
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
第　
１３

回
生
の
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

い
つ
も
と
違
っ
て
開
始
時
間
を
早

く
し
た
せ
い
か
集
ま
り
が
ち
ょ
っ

と
寂
し
い
感
じ
が
し
な
い
で
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
代
わ
り

恩
師
と
仲
間
と
の
時
間
を
十
分
に

と
る
こ
と
が
で
き
、
全
員
で
大
変
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
我
々
は
、　

〜　

才
。
こ

６３

６４

の
年
に
な
る
と
先
生
と
の
区
別
が

付
き
ま
せ
ん
ね
。
そ
れ
だ
け
先
生
方

が
お
若
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

ね
、
き
っ
と
。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く

ご
指
導
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
同

期
会
も
今
年
は　

回
目
を
迎
え
ま

２６

す
。

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
７
回
生

有
志
の
旅
も
４
回
目
と
な
り
、
昨

年　

月
６
日
〜
８
日
と　

名
が
、

１２

１３

世
界
遺
産
を
め
ぐ
る
旅
を
楽
し

ん
で
来
ま
し
た
。
和
歌
山
県
の
高

野
山
、
熊
野
古
道
、
熊
野
三
山
そ

し
て
、
伊
勢
神
宮
の
２
泊
３
日
の

旅
で
す
。
最
初
に
飛
鳥
路
の
高
松

塚
古
墳
見
学
で
し
た
が
、
そ
の
石

窟
に
は
ド
ギ
モ
を
抜
き
ま
し
た
。

思
い
出
は
、
弘
法
大
師（
空
海
）開

山
の
高
野
山
、
奥
の
院
め
ぐ
り
で

し
た
。
杉
の
巨
樹
が
並
ぶ
参
道
は

２
キ
ロ
に
お
よ
び
、
多
く
の
墓
石

が
整
然
と
た
た
ず
む
聖
域
で
す
。

約
１
時
間
の
魅
力
あ
る
散
策
、
高

野
山
の
聖
地
、
奥
の

院
の
大
師
御
廟
に

眠
っ
て
い
る
弘
法

大
師
に
手
を
合
わ

せ
る
と
、
心
お
だ
や

か
に
な
り
ま
し
た
。

次
の
熊
野
古
道
、
熊

野
三
山
を
め
ぐ
る

参
拝
と
足
早
に
通

り
過
ぎ
た
の
で
心

残
り
で
し
た
が
楽

し
い
旅
で
し
た
。

▲上板再開発でも盛り上る地元会

Ｏ
Ｂ
会
・
同
期
会
便
り

上板橋OB会

地
元
同
窓
会
懇
親
会

大
月　

正
男（　

回
生
）

１９

南
紀
、伊
勢
周
遊
の
旅

中
山　

晏（
７
回
生
）

　

回
生
の
同
期
会
が
ス
タ
ー
ト

１２喜
び
も
悲
し
み
も
幾
年
月

奥
出　

隆
之（　

回
生
）

１２

７期

に
於
い
て
地
元
同
窓
会
会
員
の

参
加
、
城
北
学
園
加
藤
学
園
長
、

帖
佐
学
校
長
、
教
頭
、
事
務
長
を

　

平
成　

年
７
月

１８

４
日
に
、
上
板
橋
当

丸
栄
中
華
料
理
店

▲残りの7名どこいった～？

▲12回生は初めての同期会だった

　

回
目
の
同
期
会

２５石
川　

雅
弥（　

回
生
）

１３

１３期

１２期

甦
る
記
憶
の
不
思
議

清
水　

明
浩（　

回
生
）

３３

３３期

　

私
が
担
任
と
し
て
高
校
３
年
次
ま
で
持

ち
上
が
っ
た
学
年
が
こ
の　

回
生
で
あ

２９

る
。
初
め
て
持
っ
た
学
年
だ
け
に
な
か
な

か
忘
れ
難
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
こ
の

度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
で
、　

年
の

３０

時
期
を
経
て
再
び
集
う
こ
と
が
出
来
、
感

慨
も
一
入
で
あ
っ
た
。

　

我
が
学
園
の
規
律
は
実
に
厳
し
い
も
の

だ
っ
た
が
、
し
か
し
何
故
か
何
と
も

言
え
な
い
優
し
い
雰
囲
気
に
満
ち
て

お
り
、
男
子
校
に
あ
っ
て
は
硬
軟
と

り
ま
ぜ
た
行
事
や
音
楽
鑑
賞
会
等
が

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
恐
ら
く
一
つ

の
心
身
の
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
当
時
は
勉
学
と
運

動
に
明
け
暮
れ
て
い
た
紅
顔
の
彼
等

も
時
の
流
れ
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
の
航
跡
を
そ
の
相
貌
に
秘
め

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　

真
に
、
時
の
流
れ
は
早
く
人
は
老

い
易
き
も
の
と
つ
く
づ
く
思
い
悩
む

日
々
で
あ
る
。
願
う
こ
と
な
ら
ク
ラ

ス
会
や
同
期
会
を
持
ち
た
い
も
の

だ
。
共
に
笑
い
合
え
る
そ
の
日
が
来

る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
た
い
。

　

年
ぶ
り
の
邂
逅

３０

佐
藤　

武
久（
旧
教
師
）

２９期

　

昭
和　

年
卒
業
生
・
第
４
回
同
期

３７

会
が
昨
年
９
月　

日
、
学
園
祭
に
あ

２３

わ
せ
て
懐
か
し
い
母
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
来
賓
の
恩
師
５

名
、
校
長
、
同
窓
会
長
が
参
加
さ
れ
、

Ｏ
Ｂ　

名
が
学
生
食
堂
を
借
り
て

３１

開
か
れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
だ
っ
た
会

場
を
今
回
は「　

年
ぶ
り
に
母
校
で
」

４６

を
合
言
葉
に
、準
備
を
進
め
ま
し
た
。

同
期
会
の
開
始
ま
で
の
時
間
を
文

化
祭
見
学
に
当
て
ら
れ
る
と
い
う

の
が
、
今
回
の
目
玉
で
も
あ
っ
た
の

で
す
。

　

４
年
連
続
の
開
催
で
す
が
、
回
を

重
ね
る
と
と
も
に
常
連
と
も
い
え

る
方
々
が
増
え
、
そ
の
人
が
ク
ラ
ス

代
表
幹
事
を
応
援
す
る
と
い
う
形

が
出
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
最

大
の
財
産
で
し
ょ
う
。
次
回
の
代
表

幹
事
は
Ａ
組
の
野
原
勝
男
君
に
決

ま
り
、
新
ク
ラ
ス
幹
事
の
諸
君
、
幹

事
経
験
者
に
よ
る
新
体
制
が
動
き

出
し
ま
す
。
開
催
は
今
年　

月
頃
の

１１

予
定
で
す
。
古
く
て
新
し
い
友
達
を

同
期
会
参
加
で
作
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
連
絡
先
変
更
等
は

０
９
０
―
１
７
９
０
７
３
０
０
夏

目
ま
で
。

（
写
真
は
母
校
食
堂
で
）

　

年
ぶ
り
の

４６

母
校
で

宮
岡　

信
夫（　

回
生
）

１４

１４期

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
で
皆
さ
ん
と
会

う
事
が
出
来
、
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
様
子
を
聞
く
に

つ
け
城
北
高
校
の
卒
業
生
は
流
石
だ
と
感

激
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
予

定
を
変
更
し
て
、
北
海
道
や
地
方
か
ら
上

京
し
た
人
も
い
ま
し
た
。
卒
業
生
た
ち
が

一
様
に
昨
今
の
城
北
高
校
の
進
学
実
績
に

関
心
を
持
ち
、
躍
進
を
褒
め
て
い
ま

し
た
。
卒
業
生
が
母
校
に
関
心
を
持

つ
こ
と
は
、
特
に
高
校
時
代
の
友
と

の
出
会
い
は
、
年
月
が
経
つ
に
つ
れ

懐
か
し
さ
を
増
す
も
の
で
す
。
交
友

を
温
め
母
校
の
想
い
出
を
語
り
合

う
一
時
を
持
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
私
学
に
と
っ
て
は
大
事
な
こ

と
で
す
。
今
後
も
折
り
に
触
れ
て
、

母
校
を
訪
ね
後
輩
を
激
励
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
少
子
化
に
伴

い
、
今
後
の
私
学
経
営
は
困
難
期
に

入
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
卒
業
生

の
力
添
え
が
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
学
校
側
も
こ
の
よ
う
な
機
会

を
設
け
て
、
親
睦
を
深
め
、
更
な
る

発
展
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

母
校
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

根
岸　

清（
旧
教
師
）

２８期

▲早く同期会を立ちあげたい…と。　写真／道正太郎
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●
「
総
会
」
は
、
会
長
の
選
任
、
監
事
の

選
任
、
事
業
計
画
、
事
業
報
告
、
収
支
決

算
、
収
支
予
算
、
規
約
の
改
正
、
そ
の
他

常
任
幹
事
会
で
必
要
と
認
め
た
事
項
等

の
議
決
、
承
認
を
行
い
ま
す
。

●
「
常
任
幹
事
会
」
は
、
会
長
、
副
会
長
、

幹
事
長
、
副
幹
事
長
、
常
任
幹
事
、
お
よ

び
、
理
事
で
構
成
さ
れ
、
毎
年
総
会
前
の

開
催
を
原
則
と
し
、
総
会
に
提
案
す
る
議

題
、
お
よ
び
、
幹
事
長
･
副
幹
事
長
の
選

任
、
理
事
･
顧
問
･
正
会
員
･
賛
助
会
員

･
除
名
会
員
の
承
認
や
予
算
外
の
収
入

･
支
出
や
同
窓
会
の
寄
附
行
為
の
追
認

や
承
認
を
行
い
ま
す
。　

た
だ
し
、
幹
事

長
は
必
要
に
応
じ
て
常
任
幹
事
会
を
適

宜
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
「
理
事
会
」
は
、
同
窓
会
の
執
行
機
関

で
、
日
常
業
務
や
常
任
幹
事
会
に
提
案
す

る
議
題
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
必
要

な
こ
と
を
決
定
し
ま
す
。
会
長
、副
会
長
、

幹
事
長
、
副
幹
事
長
、
理
事
で
構
成
さ
れ
、

原
則
と
し
て
毎
月
一
回
定
例
会
を
開
催

し
ま
す
。
議
長
は
会
長
、
ま
た
は
、
会
長

が
指
名
す
る
者
と
し
ま
す
。
議
長
は
、
必

要
に
応
じ
、「
小
委
員
会
」
を
設
け
て
特

定
の
案
件
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

①　

同
窓
会
の
事
業
内
容
を
よ
り
明
確

に
し
た
（
第
４
条
）。

②　

総
会
の
議
決
事
項
を
明
確
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
総
会
が
同
窓
会
の
最

高
議
決
機
関
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
（
第
９
条
５
項
）。

③　

幹
事
長
は
常
任
幹
事
会
に
よ
る
選

任
事
項
と
し
、
幹
事
長
が
常
任
幹
事

会
を
統
括
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
理

事
会
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と

を
明
確
に
し
た
（
第
７
条
６
項
）。

④　

常
任
幹
事
の
選
出
方
法
お
よ
び
委

嘱
の
解
除
方
法
を
明
確
に
し
た
（
第

７
条
７
項
）。

⑤　

監
事
を
総
会
に
よ
る
選
任
事
項
と

し
た
（
第
７
条
９
項
）。

⑥　

常
任
幹
事
会
の
議
決
事
項
か
ら
、

「
総
会
の
議
決
し
た
事
項
の
執
行

に
関
す
る
こ
と
」
を
は
ず
し
、「
総

会
に
付
議
す
る
事
項
」
と
そ
の
他
事

項
を
明
確
に
し
、
常
任
幹
事
会
と
総

会
と
の
関
係
を
明
確
に
し
た
（
第　
１１

条
２
項
）。

⑦　
「
代
表
幹
事
」
お
よ
び
「
代
表
幹
事

会
」
を
廃
止
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
理
事
」

と
「
理
事
会
」
に
置
き
換
え
た
（
第

７
条
８
、
第　

条
）。

１２

⑧　

理
事
会
を
同
窓
会
の
執
行
機
関
と

し
、
同
窓
会
の
運
営
全
般
を
行
う
こ

と
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
理
事
会

の
議
決
方
法
を
明
確
に
し
た
（
第　
１２

条
）。

⑨　

会
計
お
よ
び
庶
務
担
当
は
会
長
が

理
事
か
ら
２
名
な
い
し
３
名
を
選

任
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
会
長
は
日

常
の
会
計
お
よ
び
庶
務
事
務
を
統

括
す
る
た
め
に
会
員
ま
た
は
会
員

外
か
ら
事
務
局
長
を
任
命
で
き
る

と
し
た
（
第
７
条　

項
）。

１０

⑩　

同
窓
会
が
寄
附
を
行
う
場
合
の
手

続
き
を
明
確
に
し
た
（
第　

条
）。

１５

⑪　
「
名
誉
会
長
」
を
母
校
の
現
校
長
と

学
園
長
と
し
た
（
第
７
条
２
項
）。

⑫　

会
員
の
除
名
条
項
を
追
加
し
た
（
第

６
条
）。

⑬　

役
員
の
補
充
と
解
任
条
項
を
追
加

し
た
（
第
８
条
）。

⑭　

会
員
名
簿
の
発
行
に
つ
い
て
は
、

「
会
員
情
報
の
管
理
等
」
と
包
括
的

な
言
葉
と
し
た
（
第
４
条
１
項
）。

⑮　

役
員
等
に
対
す
る
交
通
費
、
会
議
費

第
一
章　

総
則

第
１
条　

本
会
は
、
城
北
学
園
同
窓
会
と

称
す
る
。

第
２
条　

本
会
は
、
本
部
を
学
校
法
人
城

北
学
園
事
務
所
内
に
置
く
。

第
３
条　

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

深
め
、
母
校
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
母
校

の
発
展
に
寄
与
し
、
併
せ
て
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
４
条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一　

会
員
情
報
の
管
理
等

二　

会
報
誌
等
そ
の
他
の
出
版
事
業

三　

定
時
総
会
及
び
必
要
に
応
じ
、
臨
時

総
会
等
の
開
催

四　

講
演
会
、
座
談
会
等
の
開
催

五　

母
校
が
行
う
事
業
に
対
す
る
協
力

六　

在
校
生
に
対
す
る
援
助

七　

そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要

な
事
業

第
二
章　

会
員

第
５
条　

本
会
の
会
員
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一　

正
会
員

　

イ　

旧
制
城
北
中
学
校
を
卒
業
し
た

者

　

ロ　

城
北
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

　

ハ　

城
北
高
等
学
校
定
時
制
を
卒
業

し
た
者

　

ニ　

城
北
中
学
校
を
卒
業
し
た
者

　

ホ　

上
記
各
学
校
に
在
学
し
た
者
で
、

常
任
幹
事
会
の
推
薦
を
経
て
会

　
　

長
が
承
認
す
る
者

二　

賛
助
会
員

本
会
の
事
業
お
よ
び
そ
の
活
動
に
賛
同

す
る
者
で
会
長
が
推
薦
し
、
常
任
幹
事
会

が
承
認
す
る
者
。

三　

特
別
会
員

母
校
の
現
教
職
員
、
及
び
旧
教
職
員

第
６
条　

会
員
の
除
名

会
員
が
本
会
の
名
誉
を
傷
つ
け
、
ま
た

は
、
本
会
の
秩
序
を
乱
し
た
と
き
は
、
常

任
幹
事
会
の
議
決
に
よ
り
除
名
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
三
章　

役
員
等

第
７
条　

本
会
は
、
下
記
の
と
お
り
役
員

等
を
置
く
。

一　

会
長

理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
正
会
員
よ
り
選

出
し
、
常
任
幹
事
会
の
承
認
を
経
て
総
会

の
議
決
に
よ
り
選
任
す
る
。
会
長
は
、
本

会
を
総
括
し
、
本
会
の
目
的
達
成
に
努
力

す
る
。

二　

名
誉
会
長

母
校
の
現
校
長
及
び
学
園
長
と
す
る
。

三　

会
長
代
理

会
長
に
事
故
又
は
心
身
に
支
障
を
生
じ
、

或
は
本
人
の
事
情
に
よ
り
辞
任
の
意
向

が
示
さ
れ
た
場
合
、
理
事
会
で
了
承
の

上
、
互
選
に
よ
り
副
会
長
か
ら
会
長
代
理

を
選
出
す
る
。
会
長
代
理
の
任
期
は
原
則

と
し
て
前
会
長
の
残
余
期
間
と
し
、
総
会

に
お
い
て
の
承
認
ま
で
そ
の
職
務
を
代

行
す
る
。

四　

副
会
長　

若
干
名

理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
会
長
が
委
嘱
す

る
。
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
そ
の
諮

問
に
応
ず
る
。

五　

顧
問　

若
干
名

会
長
及
び
歴
代
会
長
の
推
薦
に
よ
り
常

任
幹
事
会
の
議
を
経
て
承
認
さ
れ
た
者
。

な
お
、
同
窓
会
事
業
に
著
し
く
貢
献
し
た

と
認
め
ら
れ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
特
別
顧

問
と
す
る
。

六　

幹
事
長　

１
名　

副
幹
事
長　

若

干
名

常
任
幹
事
会
に
お
け
る
互
選
に
よ
り
推

薦
し
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。
幹
事
長
は
常

任
幹
事
会
を
統
括
し
、
理
事
会
の
取
り
ま

と
め
を
行
う
。
副
幹
事
長
は
幹
事
長
を
補

佐
す
る
。

七　

常
任
幹
事　

常
任
幹
事
は
、
城
北
学

園
高
等
学
校
卒
業
時
に
卒
業
生
の
中
か

ら
、
原
則
と
し
て
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
本
人

の
了
解
を
得
て
若
干
名
を
選
出
し
、
会
長

が
委
嘱
す
る
。
常
任
幹
事
の
選
出
は
城
北

学
園
に
委
託
す
る
も
の
と
す
る
。
城
北
学

園
卒
業
時
に
常
任
幹
事
と
な
り
、
本
会
よ

り
連
続
し
て
２
年
以
上
連
絡
が
と
れ
な

い
者
、
ま
た
、
同
窓
会
活
動
が
出
来
な
い

旨
を
本
人
あ
る
い
は
親
族
か
ら
申
し
出

の
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
会
長
は
本
人

に
そ
の
旨
を
連
絡
す
る
こ
と
な
く
常
任

幹
事
の
委
嘱
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
そ
の
旨
を
次
に
開
か
れ
る

常
任
幹
事
会
で
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

常
任
幹
事
は
幹
事
長
の
委
嘱
に
応
じ
て

会
務
を
分
担
し
、
且
つ
、
会
員
と
の
連
絡

を
図
り
、
そ
の
動
静
把
握
に
努
め
る
。
ま

た
、
常
任
幹
事
は
常
任
幹
事
会
を
組
織

し
、
総
会
に
付
議
す
る
事
項
を
議
決
し
そ

の
他
事
項
を
承
認
す
る
。

八　

理
事

会
員
あ
る
い
は
理
事
会
構
成
員
か
ら
推

薦
さ
れ
た
者
を
理
事
会
に
諮
り
、
承
認
さ

れ
た
者
を
会
長
が
委
嘱
す
る
。
理
事
は
理

事
会
を
組
織
し
、
通
常
の
会
務
を
執
行
す

る
。

同
窓
会
規
約
の
改
正
に
つ
い
て
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現
在
の
規
約
は
、
平
成　

年
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
新
た
に
理
事
が
選
任

１３

さ
れ
理
事
会
が
組
織
さ
れ
て
、
３
万
人
強
の
卒
業
生
を
抱
え
る
同
窓
会
と
し
て
の
体
制
と
陣

容
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
現
在
の
体
制
を
で
き
る
か
ぎ
り
変
更
せ
ず
、
今
後
の
会
の
発
展
に
も
対
応

で
き
る
規
約
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
総
会
と
常
任
幹

事
会
の
位
置
付
け
、
理
事
会
の
役
割
り
を
明
確
に
し
、
同
窓
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
規
約

を
目
指
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
同
窓
会
の
資
金
運
用
の
透
明
性
に
も
十
分
配
慮
し
た
規
約

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
手
続
き
と
し
て
は
、
常
任
幹
事
会
に
諮
り
、
６
月
に
開
催
さ
れ
る
通
常
総
会
に
提

案
し
、
会
員
の
皆
様
の
承
認
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

改
正
の
概
要
お
よ
び
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

城
北
学
園
同
窓
会
規
約（
改
正
案
）
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改
正
規
約
の
概
要

総　会
（年一回開催）

常任幹事会
（総会前に開催）

理事会
（原則毎月開催）

各種小委員会
（随時開催）

↓

↓

�↓�

主
な
改
正
点

改正規約による役職・会議

名誉会長
会長
会長代理
副会長
監事
特別顧問
顧問
幹事長
副幹事長
常任幹事
理事
事務局長

定時総会　
臨時総会　
常任幹事会
理事会　　

正会員　　
賛助会員　
特別会員　

の
支
払
い
を
可
能
と
し
た
（
第　

条
３

１８

項
）。

⑯　

同
窓
会
支
部
の
設
立
を
可
能
と
し

た
（
第　

条
４
項
）。

１８

⑰　

こ
の
種
の
一
般
的
規
約
に
習
い
第

３
章
「
会
費
及
び
会
計
」
を
第
５
章

と
し
た
。

⑱　

第　

条
「
理
事
会
」
と
第　

・　

条

１６

１７
１８

「
常
任
幹
事
会
」
を
入
れ
替
え
た
。
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昨
年　

月
４
日（
土
）遠
藤
隆
司（
７
回
生
）瀬
戸
川
睦
人（　

回
生
）両
理
事
が
、帖

１１

１３

佐
正
雄
学
校
長
立
会
い
の
も
と
、杉
崎
完
夫
会
長
よ
り
副
会
長
の
委
嘱
状
を
手
渡
さ

れ
た
。杉
崎
会
長
は
、病
臥
中
の
２
人
の
副
会
長（
平
石
正
美
氏
は
昨
年
末
逝
去
）に

代
わ
り
補
佐
役
の
増
員
を
図
る
と
共
に
、同
窓
会
の
活
性
化
の
た
め
今
後
幅
広
く
多

く
の
期
か
ら
理
事
の
起
用
を
図
る
と
宣
言
し
た
。新
任
副
会
長
の
弁
は
次
の
通
り
。

　

対
話
と
協
調
精
神
で

遠
藤
隆
司
（
７
回
生
）

　

こ
の
度
、
副
会
長
を
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
７
回
生
の
遠
藤
で
す
。

　

伺
え
ば
、
７
年
前
、
杉
崎
会
長

を
含
む
５
人
の
先
輩
幹
事
が
結

束
し
て
同
窓
会
の
火
種
を
絶
や

す
ま
い
と
頑
張
り
、
今
日
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
が
成
り
立
っ
て
い

る
と
知
ら
さ
れ
、
感
服
す
る
と
共

に
、
私
と
し
て
は
同
窓
会
の
た

め
、
母
校
の
た
め
今
何
が
で
き
る

か
、
心
に
め
ぐ
ら
せ
つ
つ
、
重
責

の
任
を
厳
粛
に
受
け
留
め
て
お

り
ま
す
。

　

さ
し
当
た
っ
て
、
母
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
は
対
話
と
協
調
の
精
神
で

事
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
同

窓
会
諸
兄
の
応
援
切
に
望
み
ま

す
。

　

母
校
と
一
体
で

瀬
戸
川
睦
人
（　

回
生
）

１３

　

こ
の
度
、
計
ら
ず
も
同
窓
会
副

会
長
の
重
責
を
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
一
個
人
と
し
て
は
真
に
微
力

で
す
。
同
期
生
は
じ
め
諸
先
輩
方

の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
も
と
同
窓

会
親
睦
の
た
め
、
歩
み
は
遅
い
な

が
ら
も
確
実
に
進
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
同
窓
会
は
母
校
と
一
体

で
あ
り
、
石
神
井
川
河
岸
段
丘
上

に
立
つ
城
北
の
学
舎
は
わ
れ
ら

青
春
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

　

城
北
学
園
の
益
々
の
発
展
、
同

窓
会
の
交
流
拡
大
に
寸
分
な
り

と
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
、
決
意

を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

２
人
の
副
会
長
が
誕
生

遠
藤
隆
司（
７
回
生
）瀬
戸
川
睦
人（　

回
生
）

１３

―
今
後
理
事
増
員
で
体
制
強
化
も
―

　

去
る
１
月　

日
（
土
）
と
２
月　

日
（
土
）
の

２７

２４

２
回
に
わ
た
り
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
側

よ
り
、「
大
町
山
荘
改
修
」
賛
助
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
城
北
教
育
に
お
け
る
当
施
設
の
重
要
性
と
改

修
の
緊
急
性
を
鑑
み
、
同
窓
会
と
し
て
依
頼
の
趣

旨
を
理
解
し
、
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

府
立
四
中
（
旧
制
城
北
中
学
、
現
戸
山
高
校
）

が
生
徒
育
成
の
た
め
所
有
し
て
い
た
那
須
道
場
を

模
し
て
創
設
さ
れ
た
こ
の
山
荘
は
、
創
立
者
深
井

鑑
一
郎
先
生
の
ご
遺
志
を
継
い
だ
第
二
代
校
長
近

藤
薫
明
先
生
が
昭
和　

年
に
建
て
た
も
の
と

４０

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
近
年
施
設
の
傷
み
に
加

え
、
多
様
な
教
育
活
動
を
行
う
に
は
手
狭
感

も
生
じ
て
い
る
と
も
伺
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
存
在
意
義
は
い
つ
に
学
園
に
寄

与
す
る
こ
と
に
あ
り
、
学
園
の
発
展
を
共
に

喜
び
と
す
る
所
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
学
園

の
教
育
活
動
の
一
層
盛
ん
に
な
る
こ
と
と
、

後
輩
諸
君
の
健
全
な
心
が
育
つ
施
設
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
き
ま
す
こ
と
を
願
い
、
同

窓
会
は
「
大
町
山
荘
改
修
」
事
業
に
賛
助
致

し
ま
す
。

　

同
窓
会
員
諸
氏
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

同
窓
会
記
念
事
業　

杉
崎
完
夫
会　

長

委
員
会　

吉
田
正
美
副
会
長

佐
藤
武
久
幹
事
長

「
大
町
山
荘
改
修
」賛
助
依
頼
に
応
え
て

▲現在の大町山荘

 

 

九　

監
事　

２
名

会
員
、
又
は
会
員
外
か
ら
選
出
し
、
会
長

が
委
嘱
し
、
常
任
幹
事
会
の
議
決
を
経
て

総
会
の
議
決
に
よ
り
選
任
す
る
。
監
事

は
、本
会
の
会
計
を
監
査
す
る
。
監
事
は
、

本
会
の
他
の
役
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
監
事
は
常
任
幹
事
会
ま
た
は
理

事
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

十　

会
計
及
び
庶
務　

２
名
な
い
し
３

名理
事
か
ら
選
出
し
、
会
長
が
委
嘱
し
、
会

長
の
指
示
を
受
け
て
本
会
の
会
計
及
び

庶
務
事
務
を
行
う
。
会
長
は
、
必
要
に
応

じ
、
会
員
ま
た
は
会
員
外
か
ら
事
務
局
長

を
任
命
し
、
日
常
の
庶
務
・
会
計
事
務
を

総
括
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
８
条　

本
会
の
役
員
等
の
任
期
は
２

年
と
し
、
留
任
を
妨
げ
な
い
。
ま
た
、
役

員
に
欠
員
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
補
充

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
選
期
以
外
に
就

任
し
た
者
の
任
期
は
前
任
者
の
残
余
期

間
と
す
る
。
な
お
、
役
員
等
が
違
法
行
為

を
行
っ
た
り
会
員
の
除
名
に
該
当
す
る

よ
う
な
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
理
事

会
の
議
決
に
よ
り
当
該
役
員
を
解
任
で

き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
旨
を

次
に
開
か
れ
る
常
任
幹
事
会
で
報
告
す

る
も
の
と
す
る
。

第
四
章　

会
議

第
９
条　

定
時
総
会

一　

開
催
日　

原
則
と
し
て
、
年
度
終
了

後
３
か
月
以
内
と
す
る
。
な
お
、
会
長
は

事
情
に
よ
り
理
事
会
の
同
意
を
得
て
、
別

途
日
時
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

開
催
の
通
知　

会
報
誌
等
に
掲
載

す
る
。

三　

会
議
の
招
集
は
会
長
が
行
い
、
総
会

の
議
長
は
会
長
と
す
る
。

四　

総
会
は
正
会
員
を
も
っ
て
構
成
す

る
。

五　

総
会
は
、
次
の
事
項
を
議
決
す
る
。

　

イ　

会
長
の
選
任

　

ロ　

監
事
の
選
任

　

ハ　

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

　

ニ　

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

　

ホ　

規
約
の
改
正

　

ヘ　

そ
の
他
常
任
幹
事
会
で
必
要
と

認
め
た
事
項

六　

議
決
は
、
出
席
会
員
の
過
半
数
に
よ

る
こ
と
と
し
、
賛
否
同
数
の
と
き
は
議
長

が
こ
れ
を
決
す
る
。

七　

議
決
事
項
は
、
会
報
誌
等
に
よ
り
会

員
に
通
知
す
る
。

第　

条　

臨
時
総
会

１０
必
要
に
応
じ
、
理
事
会
の
議
を
経
て
会
長

が
招
集
す
る
。
開
催
日
の
通
知
・
議
長
・

構
成
員
・
議
決
・
会
員
へ
の
通
知
等
は
定

時
総
会
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

第　

条　

常
任
幹
事
会

１１
一　

構
成　

会
長
（
会
長
代
理
）、
副
会

長
、
幹
事
長
、
副
幹
事
長
、
常
任
幹
事
及

び
理
事
と
す
る
。

二　

常
任
幹
事
会
は
、
次
の
事
項
を
議
決

ま
た
は
承
認
す
る
。

　

イ　

第　

条
、
５
項
に
あ
る
総
会
に
付

１４
議
す
る
事
項

　

ロ　

幹
事
長
･
副
幹
事
長
の
互
選

　

ハ　

理
事
の
承
認

　

ニ　

顧
問
の
承
認

　

ホ　

予
算
外
の
収
入
･
支
出
の
追
認

　

ヘ　

本
会
に
よ
る
寄
附
行
為
の
承
認

　

ト　

正
会
員
･
賛
助
会
員
の
承
認

　

チ　

除
名
会
員
の
承
認

　

リ　

そ
の
他
会
長
お
よ
び
幹
事
長
が

必
要
と
認
め
た
事
項

三　

常
任
幹
事
会
は
、
原
則
と
し
て
総
会

前
に
開
催
し
、
幹
事
長
が
招
集
し
、
幹
事

長
が
議
長
に
あ
た
る
。
但
し
、
幹
事
長
が

差
し
支
え
あ
る
と
き
は
、
幹
事
長
の
委
嘱

を
受
け
た
副
幹
事
長
が
こ
れ
を
行
う
。
ま

た
、
幹
事
長
は
総
会
前
以
外
で
も
常
任
幹

事
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四　

常
任
幹
事
会
の
定
足
数
は
、
常
任
幹

事
総
数
の
５
分
の
１
以
上
（
委
任
状
含

む
）
と
し
、
そ
の
議
決
ま
た
は
承
認
は
出

席
者
の
過
半
数
に
よ
る
こ
と
と
し
、
賛
否

同
数
の
と
き
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

第　

条　

理
事
会

１２
理
事
会
は
同
窓
会
の
執
行
機
関
で
、
日
常

業
務
や
常
任
幹
事
会
に
提
案
す
る
議
題

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
必
要
な
こ
と

を
決
定
す
る
。

　

イ　

会
長
（
会
長
代
理
）、
副
会
長
、

幹
事
長
、
副
幹
事
長
及
び
理
事
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

　

ロ　

会
長
お
よ
び
副
会
長
の
推
薦
を

行
う
。

　

ハ　

同
窓
会
事
業
の
年
間
計
画
書
案

を
作
成
す
る
。

　

ニ　

総
会
議
決
を
要
す
る
事
項
及
び

資
産
運
用
に
係
る
事
項
等
を
検

討
す
る
。

　

ホ　

理
事
会
の
議
長
は
会
長
、
又
は
、

会
長
が
指
名
す
る
者
と
す
る
。

　

ヘ　

細
則
の
決
定

　

ト　

そ
の
他
会
長
お
よ
び
幹
事
長
が

必
要
と
認
め
た
事
項
。

理
事
会
の
議
決
は
、
出
席
役
員
（
た
だ
し

監
事
を
除
く
）
の
過
半
数
に
よ
る
も
の
と

し
、
賛
否
同
数
の
場
合
は
議
長
が
こ
れ
を

決
す
る
。
議
長
は
必
要
に
応
じ
、
小
委
員

会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章　

会
費
及
び
会
計

第　

条　

会
員
は
総
会
に
お
い
て
別
に

１３
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
入
会
金
及
び
会

費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第　

条　

入
会
金
又
は
会
費
は
、
や
む
を

１４
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
常
任
幹
事

会
の
議
を
経
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第　

条　

特
別
の
費
用
を
必
要
と
す
る

１５
と
き
は
、
常
任
幹
事
会
の
議
を
経
て
臨
時

会
費
、
寄
附
金
・
そ
の
他
の
実
費
等
を
徴

収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
収
支
予

算
に
定
め
た
以
外
に
、
事
業
年
度
中
に
一

件　

万
円
以
上
の
新
た
な
収
入
・
支
出
が

１０
生
じ
た
場
合
は
、
会
長
が
理
事
会
に
付
議

し
て
処
理
し
、
常
任
幹
事
会
の
追
認
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
本
会
に
よ

る
寄
附
行
為
に
つ
い
て
は
金
額
の
多
寡

に
か
か
わ
ら
ず
、
理
事
会
決
定
後
常
任
幹

事
会
に
よ
る
承
認
を
必
要
と
し
、
必
要
に

応
じ
、
総
会
の
議
決
を
得
る
も
の
と
す

る
。

第　

条　

前
２
条
に
よ
る
入
会
金
若
し

１６
く
は
会
費
の
変
更
又
は
特
別
の
費
用
の

徴
収
及
び
支
出
は
、
次
に
開
か
れ
る
総
会

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第　

条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
４
月
１

１７
日
に
始
ま
り
、
翌
年
３
月　

日
に
終
わ
る

３１

も
の
と
す
る
。

第
六
章　

附
則

第　

条
１８

一　

会
員
で
な
い
顧
問
、
監
事
、
事
務
局

長
等
が
会
務
に
従
事
し
た
場
合
、
理
事
会

で
定
め
る
細
則
に
従
っ
て
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

役
員
等
が
費
用
を
伴
う
会
務
に
従

事
し
、
又
は
本
会
を
代
表
す
る
慶
弔
等
行

事
に
出
席
す
る
場
合
、
理
事
会
で
定
め
る

細
則
に
し
た
が
っ
た
額
を
当
て
る
。

三　

役
員
等
が
会
議
に
出
席
す
る
場
合
、

別
途
定
め
る
細
則
に
し
た
が
っ
て
交
通

費
、
会
議
費
等
を
支
払
う
こ
と
が
で
き

る
。

四　

会
員
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
城

北
学
園
同
窓
会
の
支
部
を
設
立
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
支
部
は
、
参
加
会
員
お
よ

び
責
任
者
の
氏
名
、
そ
の
他
の
事
項
を
毎

年
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

昭
和　

年
４
月　

日

２３

１１

昭
和　

年
４
月
改
正

５６

平
成　

年
７
月
改
正

１２

平
成　

年
５
月
改
正

１３

平
成　

年
５
月
改
正

１９
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▲総会風景 ▲旧教職員の方々

▲道正太郎先輩を囲んで ▲第14回生 ▲ホームカミングの両司会者

▲同窓会スタッフ・前列右は杉崎会長 ▲第１３回同期生の笑顔、笑顔、笑顔

▲平山久次旧教師を囲んで ▲帖佐正雄学校長を囲んで（第26回生）

「
総
会
と 
懇
親
会 
」ス
ナ
ッ
プ
集

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

第
６
回
総
会
と
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
は

　

余
名
が
集
い
盛
会
裏
の
う
ち
に
終
了

３００
　

平
成　

年
城
北
学
園
同
窓
会
定
時
総
会
は
６
月
３
日（
土
）本
校
大

１８

講
堂
に
お
い
て
３
０
０
余
名
が
参
集
、盛
大
に
と
り
行
わ
れ
た
。は
じ
め

に
、佐
藤
武
久
幹
事
長
の
司
会
で
杉
崎
完
夫
会
長
、帖
佐
正
雄
学
校
長
、

下
島
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の
順
で
挨
拶
が
行
わ
れ
、先
に
開
催
さ
れ
た
常
任

幹
事
会
で
採
択
さ
れ
た
議
案
が
順
次
説
明
さ
れ
、全
員
一
致
で
議
決
さ

れ
た
。①
平
成　

年
度
事
業
及
び
活
動
報
告
②
同
決
算
報
告
③
平
成　

１７

１８

年
度
事
業
及
び
活
動
計
画
④
同
予
算
⑤
監
査
報
告
。以
上
、①
②
③
は

吉
田
正
美
副
会
長
か
ら
、④
は
瀬
戸
川
睦
人
会
計
担
当
理
事
か
ら
説
明

さ
れ
⑤
の
監
査
報
告
は
森
田
健
監
事
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
大
食
堂
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
懇
親
会

は
、　

回
生
か
ら
昭
和
期
最
後
の
卒
業
生
の　

回
生
ま
で　

期
を
ま
と

２１

３７

１７

め
て
招
待
、今
ま
で
に
な
い
盛
況
で
、交
歓
と
談
笑
の
輪
が
あ
ち
こ
ち
に

で
き
、時
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、期
ご
と
の
同
期
会
が
一
層
活
発
に
な
る
こ
と
を
裏
づ
け

る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
と
な
っ
た
。

写
真
提
供
／
道
正
太
郎
、
石
川
維
弥
、
遠
藤
隆
司

　

百
済
を
�
く
だ
ら
�
と
呼
ぶ
の

は
何
故
で
あ
る
か
？
朝
鮮
語
で

は
ペ
ク
チ
ェ
、
日
本
語
読
み
で
は

�
ひ
ゃ
く
さ
い
�が
適
当
で
あ
る
。

他
に
呼
び
名
を
当
て
る
と
か
な

り
無
理
が
あ
る
。
韓
国
人
に
尋
ね

る
と
、
異
口
同
音
に
大
国 K

u
n

n
a
ra

●
●
●
が
訛
っ
て
く
だ
ら

と
な
っ
た
の
で
は
…
と
得
々
と

語
る
。
一
般
的
に
韓
国
人
は
学
校

で
こ
の
歴
史
教
育
を
受
け
て
い

る
様
だ
。
当
時
の
朝
鮮
半
島
は
三

国
時
代
で
高
句
麗
、
新
羅
と
対
峙

し
て
覇
権
を
競
っ
て
お
り
、
百
済

は
軍
事
援
助
を
倭
国
に
頼
り
き

っ
て
い
た
。
と
て
も
素
直
に
は
信

じ
ら
れ
な
い
。日
本
史
大
事
典（
平

凡
社
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
は
大

村
な
ど
を
意
味
す
る
朝
鮮
の
古

語
を
訓
読
し
て
く
だ
ら
と
呼
び

習
わ
し
て
い
る
が
、
定
説
は
無
い

と
の
由
。
私
の
調
査
結
果
を
報
告

す
る
。

　

百
済
王
朝
終
焉
の
地
扶
餘
、
さ

ら
に
北
東　

㎞
に
あ
る
公
州
（
熊

３０

津
）
は
４
７
５
年
に
漢
城
よ
り
遷

都
し
た
。
北
方
の
高
句
麗
の
圧
迫

に
よ
る
。
熊
津
に
次
い
で
扶
餘
に

王
都
が
置
か
れ
た
の
は
６
６
０

年
に
滅
亡
す
る
ま
で
計
１
８
５

年
に
わ
た
る
。
版
図
の
半
分
を
失

っ
た
後
、
東
方
の
新
羅
・
南
方
の

伽
耶
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
と

　

日
常
生
活
の
中
で
意
外
と
無
意
識
に
使
う
こ
と

ば
、地
獄
、極
楽
、往
生
、畜
生
、煩
悩
、縁
起
、

 
法
被 
、輪
廻
、因
果
応
報
…
等
々
は
皆
、仏
教
用

は
っ
ぴ

語
で
あ
る
。宗
教
と
は
無
関
係
に
、私
達
日
本
人
の

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
定
着
し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
に
生
ま
れ
た
仏
教
は
百
済
を
経
由
し
て

伝
来
し
た（
Ａ
Ｄ
、５
３
８
年
）。や
が
て
、国
家
仏
教

と
し
て
保
護
さ
れ
民
心
は
纏
ま
り
古
代
国
家
日
本

の
礎
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。国
際
化
さ
れ
た
近
代
国

家
の
今
日
で
あ
れ
ば
こ
そ
、文
化
・
文
明
の
源
泉
を

顧
み
る
余
裕
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か　
　！？

今
日
、仏
教
伝
来
の
地
・
百
済
の
王
城
は
ひ
っ
そ
り

と
佇
む
。�
く
だ
ら
の
由
来
�に
夢
を
馳
せ
た
。

の
摩
擦
に
も
明
け
暮
れ
た
。
国
境

を
接
し
て
対
峙
す
る
百
済
は
優

れ
た
文
明
や
技
術
を
外
交
上
小

出
し
に
遣
い
な
が
ら
、
倭
国
の
軍

事
援
助
を
欲
求
し
て
い
た
の
が

実
情
で
あ
っ
た
。

　

王
都
の
城
は
錦
江
（
白
村
江
）

の
白
砂
青
松
に
囲
ま
れ
た
静
か

な
景
観
の
中
に
あ
る
。
こ
の
扶
餘

王
城
の
西
麓
、
河
畔
の
地
が k

u

du
rae

●
●
●
で
あ
る
。
偶
然
こ

の
地
名
を
発
見
し
た
時
、
私
は
一

瞬
目
を
疑
っ
た
。 ku

du
rae

の

地
名
が
百
済
時
代
か
ら
存
在
し

て
い
た
と
す
れ
ば
納
得
が
い
く

か
ら
で
あ
る
。
調
査
に
よ
る
と
、

百
済
王
は
こ
の
浦
か
ら
対
岸
の

江
西
の
地　

ケ
所
へ
渡
る
重
要

１６

拠
点
と
し
て
既
に
活
用
し
て
い

た
の
で
あ
る
。 rae

●
と
は
�
村

の
浦
�
の
意
味
で
あ
る
。

　

百
済
の
王
都
扶
餘
は
熊
津
江

口
か
ら
上
流　

㎞
に
位
置
す
る
。

７０

百
済
か
ら
倭
国
へ
向
う
に
は
陸

路
、
江
路
、
海
路
を
組
み
合
わ
せ

て
５
つ
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ

る
。
朝
鮮
半
島
の
軍
事
情
勢
は
こ

れ
ら
に
大
き
く
影
響
し
た
の
で
、

コ
ー
ス
変
更
が
時
々
発
生
し
た

で
あ
ろ
う
。

　

倭
国
か
ら
百
済
へ
向
う
時
は

船
便
に
よ
っ
て ku

du
rae

（
く

だ
ら
の
浦
）
直
行
が
大
き
な
割
合

　

船
乗
り
は
自
分
の
目
的
地
で

あ
る
浦
・
津
の
地
名
を
呼
ぶ
の
が

慣
わ
し
で
あ
る
。
彼
等
の
言
動
は

何
時
し
か
高
官
達
に
自
然
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
と
推
察

さ
れ
る
。朝
鮮
半
島
南
・
西
海
岸
の

各
地
の
浦
を
経
由
し
て
、
最
終
目

的
地
の
浦 ku

du
rae

＝
●
●
●

＝
く
だ
ら
を
目
指
し
て
進
ん
だ
。

�
く
だ
ら
�
が
百
済
（
ペ
ク
チ
ャ
）

の
国
名
を
表
現
す
る
様
に
な
っ

た
の
は
、
そ
う
時
間
を
要
し
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
浦
・
津
・
泊
・

港
・
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
が
航
海
の
目
的
国

を
表
現
す
る
こ
の
慣
わ
し
は
、
今

日
の
大
型
船
、
航
空
機
の
乗
員
が

こ
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
。
蛇
足

な
が
ら
一
言
加
筆
す
る
と
、
航
空

文
化
は
長
い
伝
統
あ
る
船
文
化

が
原
点
で
あ
る
。

　

大
量
輸
送
が
可
能
と
な
る
海

路
か
ら
陸
路
へ
変
更
す
る
こ
と

は
荷
物
の
積
み
替
え
や
陸
上
輸

送
方
法
で
困
難
を
き
た
し
て
く

る
。
例
え
ば
後
年
登
場
す
る
千
石

船
の
米
２
５
０
０
俵
を
陸
上
輸

送
に
切
り
替
え
た
場
合
、
２
俵
積

み
の
馬
が
１
２
５
０
頭
も
必
要

と
な
る
。
馬
子
の
人
員
確
保
、
食

料
、
宿
舎
、
馬
の
飼
葉
、
駅
舎
…

等
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
。
物
資
の
輸
送
は
陸
上

よ
り
海
上
が
遙
か
に
容
易
な
の

は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。従
っ
て
、

は
船
乗
り
の
慣
わ
し
と
海
運
物

流
の
常
識
に
基
づ
く
推
論
で
あ

る
。
古
代
史
研
究
は
文
献
史
料
を

基
本
に
関
連
史
料
と
比
較
し
つ

つ
調
査
研
究
す
る
の
が
常
道
で

あ
る
が
、
管
見
の
限
り
研
究
論
文

・
文
献
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
疑
問
に
対
し
大
量
輸
送
の

実
績
あ
る
私
自
身
が
実
地
調
査

の
上
、
海
洋
学
的
視
点
か
ら
見
直

し
た
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
ご
批
評

を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
占
め
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
。
波
頭
を
越
え
て
進
む
船
乗

り
は
自
尊
心
高
く
向
上
心
を
持

っ
て
自
然
界
か
ら
学
ん
だ
。
知
識

・
技
術
を
高
め
る
努
力
が
彼
等
の

真
骨
頂
、
船
乗
り
魂
は
古
今
相
通

じ
る
も
の
が
あ
る
。
一
度
命
を
受

け
れ
ば
直
ち
に
準
備
万
端
整
え

ら
れ
る
。

　

方
や
、
倭
王
権
の
高
官
達
は
派

遣
任
命
さ
れ
て
か
ら
慌
て
て
畏

ま
り
、
住
吉
神
社
を
始
め
手
当
た

り
次
第
神
仏
に
航
海
安
全
祈
願

を
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
那
の
津

（
九
州
・
福
岡
）
を
出
港
し
て
外

洋
に
出
る
と
船
は
前
後
左
右
大

揺
れ
す
る
。
玄
界
灘
は
優
し
く
歓

迎
し
て
く
れ
る
。
忽
ち
船
酔
い
に

襲
わ
れ
て
コ
マ
セ
を
撒
き
散
ら

す
。
船
底
に
転
が
る
の
は
高
官
一

行
と
な
る
。
こ
の
光
景
は
毎
度
の

事
で
珍
し
く
は
無
い
。
苦
悶
に
悶

え
る
彼
等
の
前
で
、
偉
丈
夫
達
が

自
信
に
満
ち
て
操
船
し
て
い
る
。

神
仏
の
如
き
生
神
様
だ
。
縋
り
た

く
な
る
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。『
日

本
書
記
』
を
始
め
と
し
て
文
献
史

料
に
は
一
言
半
句
も
出
て
は
こ

な
い
。

百
済
を�
く
だ
ら
�と
呼
ぶ
の
は
何
故
か
？

k
u
d
u
ra
e

＝
●
●
●
＝
く

だ
ら
＝＞

百
済 

物
資
輸
送
は
船
文
化
が
原
点

� ��������������������������������������������������������������

　

会
計
担
当
の
瀬
戸
川
理
事
か

ら
平
成　

年
度
の
決
算
と
平
成

１７

　

年
度
予
算
案
が
次
の
よ
う
に

１８説
明
さ
れ
た
。（
６
頁
参
照
）

　

収
入
合
計
は
、
七
百
三
六
万
三

千
二
六
三
円
で
、
支
出
合
計
は
、

五
百
八
九
万
五
千
七
八
八
円
で

あ
っ
た
。

　

繰
越
金
は
、
九
千
六
百
三
二
万

七
千
三
六
五
円
で
あ
る
。
収
入
の

部
で
、
五
万
円
の
名
簿
代
予
算
に

対
し
て
百
五
九
万
四
千
円
の
収

入
が
あ
っ
た
の
は
、
個
人
情
報
保

護
法
と
の
関
係
に
よ
る
「
駆
け
込

み
需
要
」
と
思
わ
れ
る
。
支
出
の

部
で
は
、
会
報
印
刷
費
と
発
送

費
が
三
百
三
〇
万
円
予
算
の

と
こ
ろ
二
九
三
万
円
強
と
削

減
し
た
。
効
率
よ
い
編
集
と
、

名
簿
委
員
会
に
よ
る
住
所
整

理
の
効
果
と
見
ら
れ
る
。

　

次
い
で
予
算
案
の
説
明
で

は
、
今
期
３
６
１
名
の
卒
業
生

の
名
簿
代
と
雑
収
入
は
五
百

二
五
万
四
千
五
〇
〇
円
で
、
昨

年
実
績
五
百
八
九
万
五
千
七

八
八
円
と
下
回
っ
た
。

（
以
上
常
任
幹
事
会
通
信
よ

り
転
載
）

名
簿
整
理
と
編
集
の

効
率
化
で
経
費
削
減

い
ま
、な
ぜ
百
済（
く
だ
ら
）か
？

大
量
輸
送
が
大
型
船
、飛
行
機
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
現
代
、

往
時
の
伝
播
由
来
を
探
究
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
川　

睦
人（　

回
生
）

１３

�
現
在
の
く
だ
ら
の
浦



城　北　同　窓　会　報平成19年3月15日 （6）

　

近
年
、
母
校
の
「
文
化
祭
」
並

び
に
「
体
育
祭
」
の
催
し
物
が
学

内
は
も
と
よ
り
他
校
か
ら
の
評

判
が
頗
る
良
い
の
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
。
年
々
入
場
者
の
数

も
増
加
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
因

み
に
昨
年
の
入
場
者
は
８
５
０

０
名
を
超
え
た
と
い
う
。

　
「
文
化
祭
」
は
例
年
９
月　

日
、

２３

　

日
頃
に
行
わ
れ
て
お
り
、
昨
年

２４も
校
内
の
各
教
室
を
使
っ
て
の

ク
ラ
ブ
や
ク
ラ
ス
参
加
の
展
示

が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。
中
で

も
父
母
会
が
展
示
す
る
手
芸
作

品
展
な
ど
は
評
判
の
一
つ
だ
っ

た
。
中
庭
に
は
模
擬
店
が
並
び
、

大
講
堂
で
は
音
楽
会
が
開
か
れ

る
な
ど
、
多
彩
な

催
し
物
が
展
開
さ

れ
た
。
２
日
間
の

売
り
上
げ
は
何
と

う
ん
百
万
？

　

◆　
　
　

◆

　
「
文
化
祭
」に
遡

る
こ
と
９
月
９
日

に
は
「
体
育
祭
」

が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
秋
の
好
天

に
恵
ま
れ
多
数
の

父
母
の
応
援
の
も

と
に
、
昔
懐
か
し

い
騎
馬
戦
や
綱
引

き
か
ら
色
別
リ
レ

ー
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
競
技
が
展
開

さ
れ
た
。
生
徒
た

ち
は
赤
・
白
・
緑

の
３
色
に
分
か
れ

て
栄
冠
を
競
い
合

い
、
結
果
は
白
組

の
優
勝
で
幕
を
閉

じ
た
。

　

こ
れ
ら
「
文
化

祭
」「
体
育
祭
」
は

生
徒
の
自
主
性
が

物
を
言
う
が
、
そ

の
陰
に
は
先
生
方

の
日
頃
の
指
導
が

相
俟
っ
て
体
現
さ

れ
て
い
る
こ
と
言

う
ま
で
も
な
い
。

（
渡
辺　

修
）

体
育
祭

法人登記・営業許可・国際法務
一般法務・会計税理

遠藤行政書士事務所
行政書士　遠藤太計雄

（５回生）
〒169-0072 東京都新宿区大久保2-33-25
TEL 03-3208-1923 FAX 03-3208-1924

Total fashion shop

　
北村 實
（16回生）
㈲キタムラ靴店

〒174-0071 東京都板橋区常盤台4-31-3
TEL 03-3933-3766（上板橋北口正面）

　ベーカリーサンコー
　三興製パン㈱

代表取締役　竹宇治登志雄
（36回生）

〒174-0076　東京都板橋区上板橋2-31-16
南口商店街　TEL 03-3933-0827

（本社）〒174-0076　東京都板橋区上板橋1-17-21
TEL 03-3933-1673　FAX 03-3933-2371

文
化
祭

回
生
の
千
原
慶
千
さ
ん
（　

歳
）

４９

が
経
営
す
る
お
店
で
あ
る
。
お
父

さ
ん
を
継
い
で
の
２
代
目
オ
ー

ナ
ー
だ
。

　

顔
を
合
わ
せ
る
な
り
「
城
北
で

卒
業
生
の
お
店
訪
問
③

千
原
慶
千
さ
ん
の
お
店（　

回
生
）

２８

一
度
食
べ
た
ら
や
み
つ
き
に
な
る

評
判
の
焼
肉
店

「
太
白
楼
」

▲千原店主を中に、恩師の佐藤先生左と同級の比留間氏右

　

東
武
東
上
線
の
朝
霞
駅
を
降

り
て
南
へ
徒
歩　

分
位
の
所
、
旧

１５

川
越
街
道
沿
い
に
あ
る
赤
レ
ン

ガ
の
３
階
建
て
ビ
ル
の
１
階
、
そ

の
焼
肉
店
「
太
白
楼
」
が
城
北　
２８

す
っ
て
ね
。
ガ
ッ
ツ
城
北
魂
で
す

ね
」
と
握
り
拳
を
あ
げ
た
ら
、
す

ぐ
同
じ
拳
が
返
っ
て
き
た
。
同
窓

の
誼
の
挨
拶
と
は
こ
ん
な
も
の

で
、
先
輩
ず
ら
を
し
た
つ
も
り
は

な
い
が
、
電
話
１
本
で
取
材
即
オ

ー
ケ
ー
と
な
り
、
意
が
す
ぐ
通
じ

た
か
ら
嬉
し
か
っ
た
。

　

現
役
時
代
は
ア
メ
フ
ト
で
鳴

ら
し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。
城
北
で

は
ラ
グ
ビ
ー
部
か
ら
転
向
し
て

ア
メ
フ
ト
部
を
創
設
さ
せ
、
部
活

動
を
定
着
さ
せ
た
の
も
千
原
さ

ん
だ
と
い
う
。
自
前
の
焼
肉
で
誰

に
も
負
け
な
い
体
力
を
培
っ
て

き
た
。
城
北
時
代
に
ア
メ
リ
カ
に

か
ぶ
れ
た
の
は
、
少
年
時
代
に
ま

だ
ア
メ
リ
カ
の
朝
霞
キ
ャ
ン
プ

の
名
残
り
を
留
め
た
地
域
で
育

っ
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
。
そ
の
頃
、
商
売
も
大
繁
盛
し

て
い
て
、
親
の
汗
す
る
後
ろ
姿
を

見
な
が
ら
、
甘
ん
じ
て
親
の
脛
を

齧
っ
て
き
た
。
城
北
を
出
て
か

ら
、
神
奈
川
大
学
を
終
え
て
、
ア

メ
リ
カ
コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
学
に

留
学
し
た
の
も
そ
の
証
し
だ
。

「
着
実
、
勤
勉
、
自
主
」
の
近
藤

イ
ズ
ム
を
ア
メ
リ
カ
で
実
践
し

た
、
と
い
う
。
結
果
的
に
親
の
商

売
を
継
い
だ
が
、
若
い
時
の
ア
メ

リ
カ
か
ぶ
れ
は
、
決
し
て
無
駄
に

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

父
を
亡
く
し
た
の
が　

年
前
。

１６

そ
れ
以
後
は
家
業
に
徹
し
て
き

た
。
朝
霞
で
焼
肉
店
と
い
え
ば

「
太
白
楼
」
と
い
わ
れ
る
ま
で
に

な
り
、
県
外
に
も
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
父
親
譲
り

の
味
を
変
え
て
い
な
い
と
い
う

の
が
第
一
だ
と
い
う
。
そ
の
陰
の

力
は
、
お
母
様
の
文
江
さ
ん
（　
７５

歳
）
の
存
在
で
あ
る
。
父
親
の
味

は
、
文
江
さ
ん
か
ら
息
子
の
慶
千

さ
ん
に
伝
授
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
そ
う
話
を
す
る

間
、
厨
房
に
立
つ
お
母
さ
ん
の
姿

が
垣
間
見
え
た
。

　

さ
て
、
味
の
方
だ
が
、
自
慢
は
、

な
ん
と
言
っ
て
も
自
家
製
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
も
み
だ
れ
。
こ
れ
は
、

他
店
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
味
と

大
評
判
で
あ
る
。
牛
肉
は
、
国
産

の
超
Ａ
ク
ラ
ス
を
提
供
、
特
上
カ

ル
ビ
２
０
０
０
円
、
上
ロ
ー
ス
１

５
８
０
円
、
上
カ
ル
ビ
１
５
８
０

円
、
上
ミ
ノ
８
４
０
円
、
ホ
ル
モ

ン
６
３
０
円
、
一
品
料
理
の
ユ
ッ

ケ
１
０
５
０
円
、
レ
バ
刺
し
８
４

０
円
。
住
所
・
埼
玉
県
朝
霞
市
栄

町
５
―
７
―
６
・
Ｔ
ｅ
ｌ：

０
４

８
―
４
６
１
―
０
３
３
９
営
業

　

：

　

〜　

：

　

昼　

：

　

〜

１２

００

２２

００

１２

００

　

：

　

定
休
日
毎
火
曜
と
第
３

１５

００

火
・
水
曜
日
。
取
材
／
写
真
／
夏

目
暢
之
・
文
／
遠
藤
隆
司

　平成18年度大学入試結果

私 立 大 学国 公 立 大 学

計
理文系

大学名計
理文系

大学名 浪現浪現浪現浪現
2241710青山学院312北海道
817学習院321東　北
853北　里3111筑　波
9420221537慶應義塾4112埼　玉
33工学院91521千　葉
844國学院165425東　京
44国際基督教15510東京工業
954駒　澤1239一　橋
322111芝浦工業211東京外国語
41912128上　智11東京学芸
431昭　和963東京農工
1821114成　蹊413電気通信
12102成　城523横浜国立
66専　修0名古屋
511132017中　央22京　都
128220東　海0大　阪
1385東京電機0神　戸
5221東京農業0九　州
312東京薬科1741012首都大学東京
118486433東京理科11横浜市立
9810東　邦157521その他国公立
18486東　洋12136461524国公立大学合計
22獨　協1,066303254244265大学総計
621282319日　本現役　名古屋市立（１）　防衛（２）

浪人　宇都宮（１）　群馬（１）
　　　高崎経済（１）　広島（１）　防衛（１）
医学
現役　筑波（１）　新潟（１）　浜松歯科（２）
浪人　東京（１）　東京医科歯科（１）
　　　山形（１）　新潟（１）
薬学
現役　北海道（１）　千葉（１）
　　　名古屋市立（１）
浪人　東北（１）
医歯薬系合格者
医　現役（４）　浪人（４）
薬　現役（３）　浪人（１）
２００６年「城北ガイドブック」より転載

38751412法　政
33武　蔵
321武蔵工業
8513132930明　治
752明治学院
42521520立　教
11127281640早稲田
321同志社
72221立命館
843919179その他私立
945267208229241私立大総計

医者歯科薬学系の合格者
現役（31）　浪人（35）

平成18年4月20日現在延べ人数

▼
杉
崎
会
長
が
勇
退
の
意
志
を
固
め
ら
れ
た
。

本
号
の
ト
ッ
プ
に
そ
の
経
緯
を
綴
っ
た
。７
期
の
鐵

野
善
資
氏
が
そ
の
任
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
と

表
明
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
心
強
い
。同
窓
会
の
新

た
な
展
望
に
期
待
し
た
い
。▼
学
校
側
と
の
問
題

で
は
一
つ
に
、さ
き
頃
学
校
側
よ
り「
大
町
山
荘

改
修
資
金
の
要
請
」が
同
窓
会
側
に
は
じ
め
て

明
か
さ
れ
た
。総
額
二
億
円
の
改
修
予
算
の
中

に
同
窓
会
資
金
を
導
入
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
が

骨
子
で
あ
る
。募
金
と
の
二
本
立
て
の
可
能
性
も

あ
る
と
い
う
。二
つ
に「
近
藤
薫
明
奨
学
基
金
」の

問
題
が
あ
る
。学
校
会
計
基
準
の
改
正
で
基
金

の
運
用
を
計
る
に
は
良
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
は
思
う
。

▼
卒
業
生
に
対
す
る「
同
窓
会
名
簿
」提
供
の

問
題
が
個
人
情
報
と
の
か
ら
み
で
持
ち
上
が
って

く
る
。い
ず
れ
も
、学
校
側
と
の
対
話
姿
勢
を
く

ず
さ
ず
、緊
密
化
を
計
っ
て
こ
そ
解
決
の
糸
口
は

見
つ
か
る
と
思
う
の
だ
が
。　　
　
（
遠
藤
隆
司
）

▼
あ
っ
と
い
う
間
に
２
月
も
半
ば
を
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
。年
々
歳
々
人
同
じ
か
ら
ず
と
も
言
う
が
、昨

年
か
ら
今
年
に
か
け
て
幾
人
も
の
人
の
訃
報
を

聞
い
た
。悲
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、ど
う
す
る
こ
と

も
出
来
な
い
。こ
れ
を
称
し
て
無
常
と
い
う
。▼
副

会
長
の
平
石
さ
ん
と
は
昨
年　

月
２
日
、お
見

１１

舞
い
で
お
訪
ね
し
た
の
が
最
後
の
お
別
れ
と
な
って

し
ま
っ
た
。サ
イ
フ
ォ
ン
で
コ
ー
ヒ
ー
を
自
ら
沸
し
、

供
し
て
下
さ
っ
た
姿
が
目
に
残
る
。▼
元
副
会
長

の
本
庄
昭
三
さ
ん
の
こ
と
に
な
る
が
、病
臥
さ
れ

て
２
年
余
り
に
な
る
。今
年
に
入
っ
て
、吉
田
副

会
長
が
電
話
を
入
れ
た
ら
ご
本
人
が
電
話
口
に

出
ら
れ
た
の
で
ビッ
ク
リ
し
た
と
の
こ
と
、「
一
人
で

の
外
出
は
儘
な
ら
な
い
が
、家
の
中
で
は
、こ
れ
ま

で
の
普
段
と
は
何
ら
変
わ
ら
な
い
」と
い
う
か
ら
、

お
元
気
に
な
ら
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
う
。

訃　
　

報

●
平
石
正
美（
旧
制
中
４
回
）平
成

　

年　

月　

日
、膠
原
病
多
発
性

１８

１２

２０

皮
膚
病
の
た
め
逝
去
。早
大（
法
）卒

業
。　

年
前
に
郵
政
省
研
究
所
総

１２
務
部
を
定
年
退
官
。城
北
学
園
同

窓
会
の
副
会
長
と
し
て
永
ら
く
尽

力
さ
れ
、道
祖
神
の
写
真
撮
影
と
解

説
で
も
有
名
で
あ
っ
た
。享
年　

歳
。

７６

●
得
居
欽
之
助（
旧
制
中
４
回
・
新

制
高
１
回
）平
成　

年
１
月　

日
、

１９

２０

心
筋
梗
塞
の
た
め
逝
去
。慶
大（
経
）

卒
業
。住
友
商
事（
株
）定
年
退
職
。

平
成
３
年
に
城
北
学
園
創
立　

周
５０

年
記
念
会
の
設
立
委
員
お
よ
び
同

窓
会
常
任
幹
事
と
し
て
尽
力
さ
れ

た
。享
年　

歳
。

７６
差　異17年度決算17年度予算項　目

094,859,89094,859,890前期繰越金

収　入
03,930,0003,930,000　平成16年度卒終身会費
01,768,5001,768,500　平成16年度名簿代

1,544,0001,594,00050,000　名簿代
80800　銀行利子

50,68370,68320,000　雑収入
1,594,7637,363,2635,768,500収入合計

支　出
△18,540318,540300,000　人件費
△117,960287,960170,000　交通費
11,316488,684500,000　会議費

△204,8171,204,8171,000,000　総会費
△614,5611,614,5611,000,000　会報印刷費
982,7061,317,2942,300,000　会報発送費
100,0000100,000　印刷製本費
46,970103,030150,000　通信費
100,0000100,000　慶弔費
81,967518,033600,000　備品購入費
△12,86942,86930,000　雑　費
100,0000100,000　予備費
454,2125,895,7886,350,000支出合計

2,048,975当期剰余金

2,048,97596,327,36594,278,390次期繰越金

平成17年度　同窓会決算書
平成17年4月1日～平成18年3月31日

（単位：円）
18年度予算項　目17年度決算項　目
96,327,365前期繰越金94,859,890前期繰越金

収　入
3,610,000　卒業生終身会費3,930,000　卒業生終身会費
1,624,500　卒業生名簿代1,768,500　卒業生名簿代
20,000　雑収入1,594,000　名簿代

80　銀行利子
70,683　雑収入

5,254,5007,363,263収入合計①

支　出
450,000　旅費・交通費318,540　人件費

287,960　交通費
600,000　交際・会議費488,684　会議費
1,000,000　総会費1,204,817　総会費
2,800,000　会報費1,614,561　会報印刷費

1,317,294　会報発送費
0　印刷製本費

150,000　通信費103,030　通信費
0　慶弔費

100,000　物品購入費518,033　備品購入費
54,500　雑費42,869　雑　費
100,000　予備費0　予備費
5,254,5005,895,788支出合計②

01,467,475①－②

96,327,36596,327,365次期繰越金

平成18年度　同窓会予算書
平成18年4月1日～平成19年3月31日

（単位：円）

繰越金　三菱東京UFJ銀行　吉祥寺支店　普通預金　95,002,571円
明　細　　　三井住友銀行　常磐台支店　普通預金　　1,324,794円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　96,327,365円
上記の収支報告書は監査の結果
相違ないものと認めます。
平成18年4月20日

平成18年4月29日　常任幹事会
平成18年6月　3日　総　　　会

� ��������������������������������������������������������������

学割もございます
大小ご宴会にどうぞ

　ニュー上海
〒174-0076 東京都板橋区上板橋2-35-13

南口名店ビル2F
TEL 03-3931-2381

中国
料理

24時間御用命承ります

八光運輸株式会社
代表取締役　関根忠夫

（９回生）
〒174-0046  東京都板橋区蓮根3-21-1
TEL 03-3960-7683㈹ 休日・夜間 03-3961-8181
FAX 03-3960-7561 携帯 080-6556-3548


